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①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応

対応
方法 時間 対応者 内容

獨協医科
大学

拠点病院
電話
メール 随時 医師

アレルギー疾患に係る下記の9診療科が対応し、
疾患及び症状等の相談に幅広く対応するように、
電話連絡以外にアレルギーに係る相談窓口をHP
に作成し、メールでも対応する予定です。

相談体制・重症患者の受け入れ



②地域の医師に対するアレルギー
疾患研修会の実施

内容

獨協医科大学
拠点病院

日本小児臨床アレルギー学会小児アレルギーエデュケーター(PAE)および日本アレ
ルギー学会アレルギー疾患療養指導士（CAI）を増やすためにも、県内のアレルギー
専門メディカルスタッフの育成を目指し、3月4日に県内のアレルギー標榜科の医
師とその病院のメディカルスタッフを対象に「栃木県アレルギー疾患研修会」
を開催し、終了後に県知事、栃木県医師会、拠点病院から「栃木県アレルギー療
法士」の修了書を渡す。これによりアレルギー疾患診療の人材育成を実施する。

人材育成



③アレルギー疾患に対する情報提供
内容

獨協医科大学
拠点病院 下記の県内32施設、食物負荷試験可能施設のマップの作製。これを拠点病院HPに掲

載し、医療機関と県民に情報提供する。

情報提供



④アレルギー疾患に係る診療支援の研究
内容

獨協医科大学
拠点病院

下記に示すように栃木県の小学3年生を対象とした呼吸機能低下児童の実態調査を
令和3年1月～3月の間に行う予定である。目的として成人の呼吸器疾患である「慢
性閉塞性肺疾患COPD」や「喘息とCOPDのオーバーラップ」の予備軍がどれくらい
存在するかを調査する。
また、治療中の児童であれば原因検索を行い、未治療であればアレルギーセンター
中核病院と医療連携をとり、受診を勧める対策をし、アレルギー疾患治療の均一化
を目指した研究である。下記に示す県内16の小学校が参加する。
さらに、呼吸機能低下の児童が一定数存在するようであれば、全国的に小学校3年
生の定期呼吸機能検査の実施を提案できる。

栃木県の小学3年生を対象とした呼吸機能低下児童の実態調査日程

番号 小学校名 日程(令和３年)

01 日光市立今市小学校 2/12(金)

02 日光市立今市第三小学校 1/13(水)

03 日光市立南原小学校 2/15(月)

04 鹿沼市立東小学校 2/16(火)

05 鹿沼市立北押原小学校 2/3(水)

06 真岡市立真岡東小学校 2/9(火)

07 さくら市立南小学校 1/18(月)

08 さくら市立上松山小学校 1/15(金)

09 栃木市立大宮北小学校 2/10(水)

10 栃木市立大平中央小学校 2/22(月)

11 宇都宮市立姿川中央小学校 2/4(木)

12 宇都宮市立姿川第一小学校 1/22(金)

13 宇都宮市立新田小学校 1/14(木)

14 佐野市立吉水小学校 2/24（水)

15 足利市立葉鹿小学校 1/19(火)

16 足利市立南小学校 1/28（木)

研究



参加小学校：16校 児童数：1318名
番号 小学校名 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3年生児童数計

01 日光市立今市小学校 20 19 39
02 日光市立今市第三小学校 32 32 32 96
03 日光市立南原小学校 32 34 66
04 鹿沼市立東小学校 32 31 31 32 126
05 鹿沼市立北押原小学校 31 31 62
06 真岡市立真岡東小学校 26 26 25 77
07 さくら市立南小学校 31 30 30 91
08 さくら市立上松山小学校 37 39 76
09 栃木市立大宮北小学校 27 27 27 26 107
10 栃木市立大平中央小学校 32 32 32 96
11 宇都宮市立姿川中央小学校 22 21 43
12 宇都宮市立姿川第一小学校 29 28 30 29 30 146
13 宇都宮市立新田小学校 32 31 32 95
14 佐野市立吉水小学校 25 25 50
15 足利市立葉鹿小学校 33 32 65
16 足利市立南小学校 28 27 28 83

対象者 1318

令和2年10月29・30日に小学校を対象に検査内容・方法の説明会
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